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目的： 

妊婦の血中ビタミン D濃度の低下が胎児の成長に及ぼす影響をくわしく調べるため、血中ビタミン D濃度が低い妊婦

の血中ビタミン D 代謝物（体内でビタミン Dから生成する物質）の濃度と、子どもの出生時の体格との関連について解

析を行いました。 

 

方法： 

エコチル調査追加調査として、千葉ユニットセンターで保管されていた妊婦 297 人の血清を用いて、体内でビタミン D

から生成される 25(OH)D2、25(OH)D3、24,25(OH)2D3、3-epi-25(OH)D3 の濃度を測定しました。本研究では、母親の

ビタミン D 代謝物の比（VMR1：25(OH)D に対する 24,25(OH)2D の比、VMR2：25(OH)D に対する 3-epi-25(OH)D3 の

比）を求め、生まれた子どもの出生時の体重、身長、頭囲、胸囲との関連を検討しました。 

 

結果： 

対象者のうち、85.2%はビタミン D 濃度が不足していました。VMR1 は 25(OH)D 濃度と強い相関を示し、VMR2 は弱い

相関を示しました。VMR2 のみが、すべての身体測定データと関連していました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

ビタミン D 血中濃度が低い妊婦の VMR2 は、新生児の身体測定データの有用なマーカーであり、25(OH)D とは無関

係であることがわかりました。ビタミン D 代謝物の正確な測定は、ビタミン D が子どもの出生時の体格に及ぼす影響

をよりよく理解するのに役立つと思われます。 

 

結論： 

ビタミン D 不足の日本人妊婦の VMR2 は、新生児の体格と関連していました。妊娠中の VMR2 は、子どもの出生時

の体格を予測する上で重要な 25(OH)D の独立したマーカーであると思われます。 

 


